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商標
「EPSON」、「EPSON EXCEED YOUR VISION」、
「EXCEED YOUR VISION」は、セイコーエプソン株式会社
の登録商標または商標です。
Apple、Mac、macOS、OS X、Bonjour は米国およびその
他の国で登録されたApple Inc. の商標です。
Microsoft、Windows は、米国Microsoft Corporation の
米国およびその他の国における登録商標です。
Adobe、Acrobat、Illustrator、Photoshop、Reader は
Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米
国ならびにその他の国における商標または登録商標です。
YouTube および YouTube ロゴは、米国 YouTube 社
（YouTube,LLC）の商標または登録商標です。
その他の製品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意
• 本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止し
ます。

• 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。
• 本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付き
の点がありましたら弊社までご連絡ください。

• 運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負い
かねますのでご了承ください。

• 本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当
に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者によっ
て修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責
任は負いかねますのでご了承ください。

インクカートリッジは純正品をお勧めします
プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正品のイ
ンクカートリッジを使用することをお勧めします。純正品以外
のものをご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質に悪
影響が出るなど、プリンター本来の性能を発揮できない場合が
あります。純正品以外の品質や信頼性について保証できませ
ん。非純正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故障につい
ては、保証期間内であっても有償修理となります。
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ご使用の前に

マニュアルの見方

マークの意味

安全に関するマーク
マニュアルでは、お客様や他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために、危険を伴う操作や取り扱
いを次の記号で警告表示しています。内容をご理解の上
で本文をお読みください。

この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示していま
す。

この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が傷害を負う可能性および
財産の損害の可能性が想定される内容
を示しています。

一般情報に関する表示

K 必ず守っていただきたい内容を記載し
ています。この内容を無視して誤った
取り扱いをすると、製品の故障や、動
作不良の原因になる可能性がありま
す。

L 補足説明や参考情報を記載していま
す。

U 関連する内容の参照先を示していま
す。

［プリンター設定］ 操作パネルやコンピューターの画面に
表示される文字列は[ ]で囲んで示し
ます。

【Z】ボタン 操作パネルのボタン名称を示していま
す。

掲載画面
・本書の画面は実際の画面と多少異なることがあります。
また、OS の違いや使用環境によっても異なる画面とな
ることがありますので、ご注意ください。

・本書に掲載するWindowsの画面は、特に指定がない限
りWindows 10の画面を使用しています。

掲載イラスト
掲載しているイラストが、お使いの機種と若干異なるこ
とがございます。ご了承ください。

マニュアルの構成
本製品のマニュアルは、以下の構成で提供しています。
PDFマニュアルは、Adobe Acrobat Reader やプレビュー
（macOS）などでご覧ください。

セットアップガイド
（冊子）

本機を箱から取り出した以降から、本
機を使用可能にするまでの作業を説明
しています。作業を安全に行うため
に、必ずご覧ください。

操作ガイド（本書） 日常使用するうえで必要な、基本の操
作とメンテナンスの方法を説明してい
ます。

一般情報（PDF） 製品の仕様や連絡先などを記載してい
ます。

オンラインマニュアル

ユーザーズガイ
ド（PDF）

本機の基本的な操作方法や日常お使い
いただく上で必要な事項、メンテナン
ス作業、困ったときの対処方法などを
説明しています。

Epson Video
Manuals
（動画）

Tシャツ（メディア）のセットやメン
テナンスの方法を動画でご覧になれま
す。

ネットワークガ
イド（PDF）

ネットワークプリンターとして使用す
るための情報を記載しています。

マニュアルの開き方・見方

オンラインマニュアルの開き方
オンラインマニュアルは、インターネットに接続できる
環境でご覧いただけます。

A 『セットアップガイド』をご覧になり、付属のソ
フ ト ウ ェ ア デ ィ ス ク 、 ま た は Setup
Navi(http://epson.sn/）からソフトウェアの
インストールを実行します。

インストールが完了すると、お使いのコンピュー
ターのデスクトップに［EPSON マニュアル］アイコ
ンが作成されます。

ご使用の前に
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B デスクトップの［EPSON マニュアル］アイコン
をダブルクリックします。

C 表示された画面で、オンラインマニュアルを選択
します。

Webブラウザが起動して［オンラインマニュアル］
のトップページを表示します。
ご覧になるマニュアルや項目をクリックしてくださ
い。

動画マニュアルの見方
動画マニュアルは YouTubeにアップしています。
オンラインマニュアルのトップページから［Epson Video
Manuals（動画）］をクリックするか、以下の青字の部分
をクリックしてご覧いただけます。
動画マニュアル

なお、動画再生時に字幕が表示されないときは、字幕ア
イコン（下図の囲み部）をクリックしてください。

PDFマニュアルの見方
Adobe Acrobat Readerで PDFマニュアルを見る際の基本
的な操作を Adobe Acrobat Reader DCで表示したときを例
に説明します。

A PDFマニュアルを印刷するときにクリックします。

B クリックするたびに、しおりを閉じたり表示したり
します。

C タイトルをクリックすると該当のページが表示され
ます。
［＋］をクリックすると、下の階層のタイトルが表
示されます。

D 参照先が青字で記載されているときは、青字の部分
をクリックすると該当のページが表示されます。
元のページに戻るときは、以下のように行います。
Windowsの場合
Altキーを押したまま キーを押します。
macOSの場合
commandキーを押したまま キーを押します。

E 確認したい項目名などキーワードを入力して検索が
できます。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツー
ルバーが表示されます。
macOSの場合
［編集］メニューで［簡易検索］を選択すると、検
索ツールバーが表示されます。

ご使用の前に
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F 表示中の文字が小さくて見えにくいときは をク
リックすると拡大します。 をクリックすると縮小
します。イラストや画面図など拡大する部分を指定
するには、以下のように行います。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［マーキーズーム］を選択します。
ポインターが虫眼鏡に変わりますので拡大したい箇
所を範囲指定します。
macOSの場合
［表示］メニュー -［ズーム］-［マーキーズーム］
の順にクリックすると、ポインターが虫眼鏡に変わ
ります。そのまま虫眼鏡のポインターで拡大したい
箇所を範囲指定します。

G 前ページ/次ページを表示します。

ご使用の前に
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各部の名称

正面

A プリンターカバー F プラテンギャップ調整レバー K ピンセットホルダー
B カートリッジカバー（左） G 固定レバー L インクカートリッジ
C プラテン H スペーサー b M 操作パネル
D 稼働台 I スペーサー a
E プラテン設置板 J カートリッジカバー（右）

ご使用の前に
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内部

A スケール D エアフィルター G 吸引キャップ
B キャリッジシャフト E プリントヘッド H ワイパーユニット
C フラッシング用吸収材 F 乾燥防止キャップ

背面

A 電源コネクター D 廃インクボトル G USB ポート
B チューブ用クランプ E 廃インクチューブ H 吸気口
C 廃インクボトルホルダー F LAN ポート

ご使用の前に
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基本の印刷

準備するもの
本機で Tシャツに印刷をするには、以下の機器や部材を
使用します。
インクカートリッジや前処理剤、プラテンは本機専用の
ものをご用意ください。
U「消耗品とオプション」48ページ

インク定着用機器
印刷後のインクの定着に以下のどちらかの機器が必要で
す。用途に応じて用意してください。

ヒートプレス（市販品）
インクの定着以外に以下の用途にも使用します。

・印刷開始前の Tシャツの折りじわの解消

・ホワイトインク使用時などで使用する前処理剤の定着
お使いになるプラテンのサイズよりも大きいサイズで、170
℃以上を 90 秒間保持できる性能が必要です。また蒸気を
通気しやすくするための、発泡シートやマットが付属し
ているものをお勧めします。付属していないときは別途
ご用意ください。

オーブン（市販品）
インクの定着だけが行えます。前処理剤の定着にはヒー
トプレスをお使いください。

普段使用するもの
プラテン
標準で Mサイズプラテンが付属しています。これ以外に
サイズの異なる５種類のプラテンを用意しています。
U「消耗品とオプション」48ページ

バレン
布貼りプラテンに Tシャツをセットするときに、Tシャツ
のたるみやしわをとるために使用します。

Tシャツ（市販品）
以下の生地のものが使用できます。

・綿の混紡率が 100%～50%の生地
混紡率 100%で織りの密度が高い厚手の生地を推奨しま
す。

・ポリエステルの混紡率が 100%～50%の生地
混紡率 100%の生地を推奨します。
生地の種類により印刷品質に差異が生じることがあるた
め、事前にテスト印刷して印刷品質を確認することをお
勧めします。

粘着テープまたは粘着ローラー（市販品）
印刷前に Tシャツ（印刷面）の糸くずなどの除去に使用
します。

硬質ローラー（オプションまたは市販品）
印刷前に Tシャツの印刷面の毛羽を寝かすために使用し
ます。
市販品を使用するときは、前処理剤用ローラーとは別に
ローラー部分が硬質なものを用意してください。

耐熱および剥離性のあるシート（市販品）
前処理剤やインクがヒートプレスのプレス面に付かない
ように、Tシャツの上に載せて使います。また、バレンを
使って Tシャツを布貼りプラテンにセットするときにも
使います。
シリコンペーパー、フッ素樹脂シートなどを用意してく
ださい。

耐熱性のある布（市販品）
袖回りなどの縫い目近くに印刷した Tシャツでヒートプ
レスを使用するときに、Tシャツの上下にセットして使い
ます。Tシャツと同等の生地を推奨します。

前処理で使用するもの
綿 Tシャツにホワイトインクを使用して印刷する場合、
またはポリエステル Tシャツに印刷する場合に必要です。
印刷の前に前処理剤を塗布することで、以下の効果が得
られます。

・綿 Tシャツ

・ホワイトインクが発色して白色が良く出る。

・ホワイトインクの上に重ねたカラーの発色が良く
なる。

・ポリエステル Tシャツ
ホワイトおよびカラーのインクの発色が良くなる。
ただし、ポリエステルは生地の種類により前処理の効果
が十分に出ないことがあるため、事前にテスト印刷して
インクの発色を確認することをお勧めします。

前処理剤（消耗品）
印刷前に前処理剤をローラーまたは噴霧器を使って Tシャ
ツに塗布します。
前処理剤は、綿用とポリエステル用の 2種類を用意して
います。

基本の印刷
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・前処理剤（綿用）：綿の混紡率が 100％～50%の Tシャ
ツに、ホワイトインクを使って印刷する場合のみ使いま
す。

・前処理剤（ポリエステル用）：ポリエステルの混紡率が
100％～50%の Tシャツに印刷する場合に、使用するイ
ンクにかかわらず使います。
ポリエステルと綿の混紡率が 50％ずつの生地にはどちら
の前処理剤も使用できますが、生地の種類により前処理
の効果に差異が生じることがあります。必要に応じて事
前にテスト印刷をし、使用する前処理剤を決めてくださ
い。

純水（市販品）
前処理剤の希釈に使用します。

前処理剤用ローラー（オプションまたは市販品）
前処理剤を Tシャツに塗りつけるときに使います。ロー
ラーを使うと噴霧器に比べ凹凸（ポケットなど）がある
部分にも手軽に塗布でき、飛び散りなどで前処理剤を無
駄にしません。ただし、均一に塗布しないと発色が良く
ならなかったり、ムラになることがあります。
オプションの前処理剤用ローラーセットは、ローラー部
とハンドル（ローラーの柄）、トレイがセットになってい
ます。
市販品を使用するときは、以下のものをお勧めします。
ローラー部：ポリエステル繊維で毛丈が短くて液体の吸
放出に優れたもの（ペイントローラーなど）
ローラーの柄：さびにくいアルミ製のもの
また、ローラーに前処理剤を染み込ませるためのトレイ
が別途必要です。

噴霧器（市販品）
前処理剤を Tシャツに塗布するときに使います。
ローラーに比べ手早く手軽に塗布できます。ただし、霧
状に噴出させて Tシャツに吹き付けるため飛び散る分の
前処理剤が無駄になったり、噴霧器を使うための専用ス
ペースの確保が必要です。
噴霧器は、細かい霧状に噴射されるもの（電動式を推奨）
をご用意ください。
噴射の範囲や均一性などの特性は、前処理剤や噴霧器の
種類、前処理剤の希釈率により異なります。噴霧器を使
用する場合は、お使いの前処理剤と前処理時の条件で適
切に塗布できるか事前に確認することをお勧めします。

基本の印刷
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基本的な流れ
Tシャツに印刷する前の準備から印刷終了後の後処理までの基本的な流れを説明します。
以下の流れは、付属の Garment Creatorから本機にジョブを送信して Tシャツに印刷するときの作業を示しています。本
機では、この他にジョブが保存された USBメモリーを装着して直接印刷することができます。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

印刷前の確認 印刷品質を維持するために、始業時印刷業務をスタートするときに行います。
U「印刷前の確認」12ページ

前処理 綿 Tシャツにホワイトインクを使用して印刷する場合、またはポリエステル Tシャツに印刷
する場合は、Tシャツに前処理剤を塗布します。前処理剤を塗布すると、インクの発色が良
くなります。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

ジョブの作成と送信 付属の Garment Creatorで画像をレイアウトして作成したジョブを本機に送信します。
U「ジョブの作成と送信」12ページ

プラテンの準備 印刷で使用するプラテンを本機に装着します。
U「プラテンの準備」13ページ

Tシャツ（メディア）のセット 本機に Tシャツをセットします。
U「Tシャツ（メディア）のセット」19ページ

印刷開始 xランプが点灯していることを確認してから印刷を開始します。
U「印刷の開始と中止」23ページ

Tシャツ（メディア）の取り外し 本機から Tシャツを取り外します。

後処理 Tシャツにインクを定着させます。
U「インクの定着」24ページ

基本の印刷
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印刷前の確認
良好な印刷品質を維持するために日常、印刷業務をスター
トするに当たり、以下の点検を行うことをお勧めします。

インク残量の確認
画面でインク残量を確認して、インク残量が限界値以下
のときは新しいインクカートリッジと交換してください。
インクが残り少ないときは、できるだけ早く交換するこ
とをお勧めします。
印刷途中でインクが切れたときは、そのインクカートリッ
ジを交換すれば印刷は続行されます。ただし、途中で交
換するとインクの乾き具合により、色味が異なって見え
ることがあります。
U「インクカートリッジのかくはんと交換」39ページ

チェックパターン印刷
チェックパターン印刷を行うと、ノズルの目詰まりを
チェックができます。
チェックパターンにかすれや欠けがあるときは、ヘッド
クリーニングを行ってください。
チェックパターンの印刷U「ノズルの目詰まりチェッ
ク」36ページ
ヘッドクリーニングU「プリントヘッドのクリーニン
グ」38ページ

ジョブの作成と送信
印刷する画像を作成した市販のアプリケーションソフト
から本機に直接印刷することはできません。
本機に付属のアプリケーションソフト(Garment Creator）
を介して本機にジョブを送信して印刷します。

ジョブの作成と送信の流れ
印刷する画像の作成
画像の作成は、Photoshop や Illustratorなど市販のアプリケー
ションソフトで行います。

ジョブの作成
Garment Creatorを起動して印刷する画像を読み込み、以下の
設定を行いジョブを作成します。
・印刷するプラテンサイズに合わせて画像の配置や大きさの
設定をする

・印刷品質等の設定をする

ジョブの送信
Garment Creatorから本機にジョブを送信します。

本機でジョブを受信すると、画面に［Tシャツを取り付け
てください で印刷を開始します。］と表示されますの
で Tシャツをプラテンにセットして印刷を行います。
ジョブの作成や送信の詳細については、Garment Creator
のオンラインヘルプをご覧ください。

ジョブ受信時のご注意
本機はジョブ受信中、下記の操作だけが有効です。パネ
ル操作したときにボタンが反応しないときは、ジョブ受
信中が考えられるので、しばらく待ってから再操作して
みてください。

・ジョブをキャンセルする

・稼働台（プラテン）を移動させる

・電源を切る

L
・ジョブをキャンセルすると印刷可能状態になるまでに時間
がかかります。

・電源を切る操作をすると電源が切れるまでに時間がかかり
ます。また、受信したジョブは削除されます。

基本の印刷
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プラテンの準備
ここでは L、M、S、XS サイズプラテンの準備を説明しま
す。プラテン袖用、プラテンポロ/ ジッパー用の準備は以
下をご覧ください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）
次の 2点の準備を説明します。

布貼りプラテンにする（綿 Tシャツに印刷する場
合に初回のみ）
綿 Tシャツに印刷する場合は、本機に付属のプラテンま
たはオプションの S、M、Lサイズプラテンは、布シート
を貼り付けて使用することをお勧めします。
布貼りプラテンにすると、印刷時に Tシャツ（メディア）
が動きにくくなるため印刷のズレが軽減されます。
ポリエステル Tシャツに印刷する場合は、布シートを貼
り付けずにそのまま使用してください。印刷時にプラテ
ンの布がインクで汚れるおそれがあります。
次項でプラテンに布シートを貼り付ける方法を説明しま
す。

本機には、付属のプラテンに貼り付ける布シートが付属
しています。オプションの S、M、Lサイズプラテンは、
消耗品の布シートを購入して貼り付けてください。
XSサイズ、袖用、ポロ/ジッパー用プラテンは布シートを
貼り付けずにそのまま使用してください。
布シートを貼り付けずに使用するときは、付属のプラテ
ン枠を使用して Tシャツをセットします。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

プラテンの交換とスペーサーの着脱をする
Tシャツのサイズや印刷する部位に合わせてプラテンを 6
種類用意しています。印刷する Tシャツのサイズや部位
を変更するときは、事前に適切なプラテンに交換します。
また、印刷する生地の厚さに応じて、事前にスペーサー
を着脱してプラテンの高さを適切な位置に合わせます。
U「プラテンの交換とスペーサーの着脱」15ページ

布シートの貼り方・剥がし方
布シートは消耗品です。汚れたら消耗品を購入して交換
してください。
U「消耗品とオプション」48ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

貼り方

A 図のように布シート裏面の台紙を 1枚だけ剥がし
ます。

B 平らな場所に布シート裏面を上にして置き、プラ
テンを中央に載せます。

布シートに対して位置が偏らないように中央に載せ
てください。

C 裏返して台紙を剥がした箇所を軽く押さえ、布
シートを貼り付けます。

D 布シート裏面の下図の台紙を全て剥がします。

基本の印刷
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E 図のように端から押さえながら貼り付けます。

F 布シート裏面の周囲の台紙を全て剥がします。

G 布シートの長辺を折り返して浮きやたるみなく裏
面まで貼り付けます。

H 布シートの全ての角を折り返して貼り付けます。

I 短辺を折り返して貼り付けます。

J 裏返して周囲の布シートを折り返した箇所を押さ
えてしっかり貼り付けます。

剥がし方

K
・のりを柔らかくするためにドライヤーなどの熱風を
当てないでください。部品が変形するおそれがあり
ます。

・アルコールなどの有機溶剤は使用しないでください。
部品の変色、変形、破損の原因になります。

A 平らな場所に裏面を上にプラテンを置きます。

基本の印刷
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B プラテン裏面の周囲の折り返した布シートを剥が
します。

L
長期間貼られたシートは、プラテンに固着して剥がしに
くいことがあります。固着しているときは市販のラベル
剥がし用ヘラなどを使用して剥がしてください。

C 裏返して置き、プラテンの手前側を押さえます。

D 奥側の布シートを持って手前の方に剥がします。

プラテンにのりが残ったときは、薄めた中性洗剤に
浸して絞った柔らかい布で拭き取ってください。

プラテンの交換とスペーサーの
着脱
スペーサーの取り外しには、プラスドライバーを手元に
用意してから作業をしてください。

以下の設定で使用するボタン

A プラテンが手前に出ていることを確認します。

出ていないときは、【}】ボタンを押して、プラテ
ンを手前に移動させます。

B 電源を切ります。

C プラテンの左右を持ってまっすぐに持ち上げて取
り外します。

D スペーサーの状態を確認します。

取り付けるプラテンの種類や印刷する生地の厚さに
よって取り外すスペーサーや個数が以下の通り異な
ります。

基本の印刷
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下表の厚さはプラテン上に載っている生地の総厚さ
です。

L、M、S、XSサイズプラテン使用時
以下に記載の値は、L、M、Sサイズの布貼りプラテ
ン使用時の場合です。布を貼らないプラテン、およ
び XS サイズプラテン使用時はこの値に対して
1.0mm 厚くても問題ありません。

Tシャツまたはトレーナー、厚さ 7.0mm
までの生地の場合
スペーサー a、bとも取り付ける。

厚さ 5.0～13.0mmの生地の場合
スペーサー aのみ取り付ける。

厚さ 9.0～17.0mmの生地の場合
スペーサー bのみ取り付ける。

厚さ 15.0～24.0mmの生地の場合
スペーサー a、bとも取り外す。

スペーサーの個数を変更しないときは、手順 13に
進みます。
スペーサーの個数を変更するときは、手順 5に進み
ます。

E 固定レバーを緩めます。

基本の印刷
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F プラテン設置板を留めているネジが付いていると
きは、プラスドライバーで取り外します。

外したネジは、スペーサーを a、bとも取り付けた
ときに必要となりますので保管しておいてくださ
い。

G プラテン設置板を取り外します。

K
プラテン設置板は精密部品のため、落とさないで
ください。部品が変形して正常に機能しなくなる
おそれがあります。

H プラテンギャップ調整レバーを取り外します。

I 取り付けるプラテンや生地の厚さによって手順 4
の通りにスペーサーの状態を変更します。

取り外し方

取り付け方
下図のようにスペーサーの突起部分を穴に合わせて
ください。向きを間違えて取り付けると、プラテン
ギャップ調整レバーが動かなくなります。
スペーサーを 2つとも取り付けるときの重ね順はあ
りません。

基本の印刷
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J プラテンギャップ調整レバーを下図の向きで戻し
ます。

K プラテン設置板を戻します。

スペーサーを 2つとも取り付けたときに限り、手順
6で取り外したネジを取り付けます。

L 固定レバーを締めて、プラテンギャップ調整レ
バーを固定します。

M 交換するプラテンを持って、プラテンの軸が受け
口にはまるように差し込みます。

L、M、S、XSサイズプラテンは前後の向きはありま
せん。

プラテンのサイズ交換後は、印刷のズレ調整（ギャップ
調整）の実施をお勧めします。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

基本の印刷
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T シャツ（メディア）の
セット
ここでは L、M、Sサイズの布貼りプラテン装着時の方法
を説明します。
布を貼らないプラテン、プラテン袖用、ポロ/ジッパー用
装着時の方法はユーザーズガイドをご覧ください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

印刷を開始する前に、Tシャツに折りじわがあるときは、
ヒートプレスでしわを解消してください。
布貼りプラテンに T シャツをセットするときは、付属の
枠を使わないでください。布貼りプラテンで枠を使うと T
シャツを適切に固定できません。セット方法は、次項を
ご覧ください。

布を貼らないプラテンに Tシャツ（メディア）をセット
するときは、付属の枠を使ってセットします。セットの
方法は以下をご覧ください。
枠を使用するセット方法U『ユーザーズガイド』（オン
ラインマニュアル）

ポリエステル Tシャツに印刷する場合は、布を貼らない
プラテンにセットします。布貼りプラテンは使用しない
でください。印刷時にプラテンの布がインクで汚れるお
それがあります。

布貼りプラテンへのセット方法
手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

以下の設定で使用するボタン

A 【P】ボタンを押して電源を入れます。

B プラテンが手前に出ていることを確認します。

出ていないときは、【}】ボタンを押して、プラテ
ンを手前に移動させます。

C 肩が手前になるように Tシャツをセットします。

D プラテンからはみ出た部分を引っ張り、印刷面を
平らにします。

K
Tシャツは強く引っ張りすぎないでください。生
地の伸びによる画像変形などの印字品質の低下
や、下地の白印刷のはみ出しにつながります。

基本の印刷
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E 印刷面の糸くずを取り除き、毛羽を寝かせます。

前処理剤を塗布していない Tシャツには印刷面に糸
くずがある可能性があるため、粘着テープ（ロー
ラー）で糸くずを取り除いた後、硬質なローラーで
毛羽を寝かせてください。糸くずがあったり毛羽が
寝ていないと、プリントヘッドに付着して意図しな
い部分がインクで汚れることがあります。

F 印刷面のたるみやしわをとり、平らにします。

付属のバレンを使って印刷面を平らにします。Tシャ
ツがプラテンの布に密着するため印刷面がより平ら
に仕上がり、印刷中に Tシャツがずれるのを防ぎま
す。

下図のように、Tシャツにバレンを軽く押しつけな
がら端から縦方向、横方向に動かします。この動作
を 2～3回繰り返してたるみやしわをとり印刷面を
平らにします。

前処理剤を塗布した Tシャツをセットしたとき、ま
たは生地の特性によってバレンが引っ掛かるとき
は、図のように Tシャツの上にシリコンペーパーな
どの剥離性のあるシートを載せてバレンを使用して
ください。

基本の印刷
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K
本機は、印刷面の一番高い部分を検知して高さを
調整します。図のようにしわやたるみが残ってい
る（浮いている）と、プリントヘッドと印刷面の
距離が離れて印刷品質が悪くなることがありま
す。しわやたるみが残らないように Tシャツを平
らにしてください。

L
バレンが汚れたときは、湿らせた布でバレンの汚れを
拭き取ってください。

G プラテンからはみ出た部分を、稼働台からはみ出
ないように折り込みます。

プラテンギャップ調整
プラテンギャップは、プリントヘッドと Tシャツ(メディ
ア）の間隔のことです。
プラテンギャップ調整でこの間隔を適正値に調整しない
と、印刷品質の低下や本機内部のインク汚れの原因にな
ります。
プラテンギャップ調整レバーが示す目盛りの数値を大き
くするほどプラテンが下がりプリントヘッドとの間隔が
広がります。調整は、以下の流れで行います。

間隔を限界まで狭める
目安の目盛りから値の小さい目盛りに 1つずつ変更してプラ
テンギャップを徐々に狭くして行きます。

［プラテン高さ位置エラー］を確認する
プラテンギャップが限界を超えて狭くなると上記エラーが表
示されます。

プラテンギャップを適正値に設定する
エラーが表示された目盛りから値が大きい方に 2目盛り戻し
てプラテンギャップを広げた位置が適正値になります。

以下の設定で使用するボタン

A プラテンが手前に出ていることを確認します。

出ていないときは【}】ボタンを押して、プラテン
を手前に移動させます。

B プラテンの下にある固定レバーを緩めます。

基本の印刷
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K
固定レバーは必ず緩めてください。緩めないと以
降の手順で正しく調整できません。
誤って固定レバーを緩めずにプラテンギャップ調
整レバーを動かしたときは、プラテンギャップ調
整レバーを値の小さい方に突き当たるまで動かし
てから固定レバーを緩めてください。

C プラテンギャップ調整レバーを動かして調整開始
位置の目盛りに合わせます。

L、M、S、XS サイズプラテンを使用して T
シャツに印刷するとき（スペーサー a、b と
も取り付ける）
・布貼りプラテン装着時：4に合わせる。

・布を貼らないプラテン装着時：3に合わせる。

トレーナーや厚い生地に印刷するとき、ス
ペーサーの取り付け状態が上記以外のとき

8に合わせる。

手順 6 まで作業して、手順 1 に戻ってプラテン
ギャップ調整をし直すときは、プラテンギャップ調
整レバーを値の小さい方に 1目盛り動かします。

L
スペーサーを 2つとも外していると、目盛りを確認で
きません。この場合は、プラテンギャップ調整レバー
を突き当たるまで右に動かした位置が調整開始位置の
8になります。
調整し直すときは、1目盛りずつ手ごたえがあるので手
ごたえを確認しながらプラテンギャップ調整レバーを
合わせてください。

D 固定レバーを締めて、プラテンギャップ調整レ
バーを固定します。

L
・固定レバーを締めないと印刷品質が悪化することが
あります。

・固定レバーの角度は、自由に変更できます。目盛り
が見えにくい位置にある、下側に Tシャツを通すと
きに通しにくい位置にあるなどのときはレバーの角
度を調整してください。調整するときはレバーを手
前に引き出したまま位置を変更します。

E 【}】ボタンを押してプラテンを奥に移動させま
す。

F 操作パネルの画面で［プラテン高さ位置エラー］
の表示を確認します。

エラーが表示されているとき
手順 7に進みます。

エラーが表示されていないとき
エラーが表示されるまで、以下の手順を繰り返しま
す。

基本の印刷
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手順 1に戻り、手順 3でプラテンギャップ調整レ
バーを値の小さい方に 1 目盛り動かします。プラテ
ンが上昇して間隔が小さくなります。続けて手順 6
まで作業し、エラーが表示されるかを確認します。

G プラテンギャップを適正値に設定します。

手順 1に戻り、手順 3でプラテンギャップ調整レ
バーを値の大きい方に 2目盛り動かします。
続けて手順 6まで作業し、エラーが表示されないこ
とを確認したら調整は完了です。

印刷の開始と中止

開始

A ジョブの受信が完了すると、画面に［Tシャツを
取り付けてください で印刷を開始します。］
とメッセージが表示されます。

ジョブの受信が完了すると xランプも点灯します。

プレビュー表示
メッセージ表示中に【d】ボタンを押すと、ジョブ
のプレビューが表示されます。

B T シャツがセットされていることを確認して
【x】ボタンを押します。

L
メッセージ表示中に【-】ボタンを押すとメンテナンスメ
ニューが表示され、受信済みのジョブをキャンセルしなくて
も［ノズルチェック］、［クリーニング］を選択できます。印
刷の開始前や複数部数を印刷しているときの合間に、ノズル
の目詰まりの確認やヘッドのクリーニングが行えます。
［ノズルチェック］を選択したときは、操作パネルの画面に
表示中のプラテンのサイズで、チェックパターンが印刷され
ます。

中止
印刷を中止したい場合、または本機で受信中、受信済み
のジョブをキャンセルしたい場合に実施します。

基本の印刷
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A 【+】ボタンを押します。

B 【u】/【d】 ボタンを押して［はい］を選択し
て、【Z】ボタンを押します。

押したところで印刷または受信が止まり、ジョブが
削除されます。

インクの定着
印刷後の Tシャツは、ヒートプレスまたはオーブンでイ
ンク定着処理を行います。

インク定着時のご注意
・袖回りなどの縫い目近くに印刷した Tシャツ（メディ
ア）でヒートプレスを使用すると、縫い目による段差の
ためにインクが加熱されず定着が不十分になることがあ
ります。
段差を吸収するため下図のように Tシャツの上下に耐
熱性のある布をセットしてから加圧することをお勧めし
ます。

・ポリエステル Tシャツをヒートプレスで定着処理する
と、生地の特性上ヒートプレスがインクで汚れやすくな
ります。必要に応じてヒートプレスを清掃してくださ
い。

・定着が不十分だと洗濯や摩擦により、色が落ちることが
あります。

・Tシャツ（メディア）にプラスチック製のボタンやジッ
パーがあるときは、ヒートプレス使用時に破損しないか
事前に確認してからのご使用をお勧めします。

定着の条件
ここでは綿 Tシャツに印刷する場合の定着条件を説明し
ます。ポリエステル Tシャツに印刷する場合は以下をご
覧ください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

定着に必要な条件は、生地やインク定着用機器の種類に
より以下の通り異なります。
以下の数値は、目安としてご利用ください。お使いの生
地やインク定着用機器の種類、インク量によって最適な
条件は異なります。

基本の印刷
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綿 Tシャツの場合
ヒートプレス

温度 時間 圧力＊1

170 ℃ 45秒間＊2 4.2N/cm2

＊1 手動調整タイプなど、お使いのヒートプレス機に
よって最適な条件は異なります。必ず事前にインク
定着結果を確認しながら圧力を調整してください。

＊2 ホワイトインクを含む A4より大きな画像は、45 秒
間実施しても乾ききらないことがあります。インク
が乾燥しているか様子を見ながら最大 90秒までの
間で時間を延ばしてみてください。

オーブン
お使いのオーブンにより最適な条件は異なるため、必ず
事前にインク定着結果を確認しながら温度と時間を決定
してください。

オーブンの種類 温度 時間

バッチ式 160 ℃ 3.5～5分＊2

コンベア式 160 ℃＊1 3.5～4.5分＊2

＊1 定着面の表面部分の温度です。庫内温度ではあり
ません。Tシャツ表面温度が 180℃を超えると、T
シャツおよび印刷面が変色することがあります。

＊2 ホワイトインクを含む画像は、定着に最大時間
（バッチ式：5分、コンベア式：4.5分）必要です。

基本の印刷
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メンテナンス

メンテナンスの種類と実施時期
本機の印刷品質を維持するためには、清掃や消耗品の交換が必要です。
適切なメンテナンスを怠ると、印刷品質の低下や製品が早期に寿命にいたる原因になったり、修理が必要の際に有償にな
ることがあります。画面にメッセージが表示されたら必ずメンテナンスを実施してください。

清掃箇所と実施時期

実施時期 清掃箇所

［マニュアルを参照し、スケール清掃とフィ
ルター交換をしてください。］と表示された
とき

Aスケール
U「スケールの清掃とフィルターの交換」34ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

布を貼らないプラテンが汚れたとき B布を貼らないプラテンの清掃
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

・以下のどちらかのメッセージが表示された
とき＊
［以下を実行してください。キャップ清
掃］
［マニュアルを参照してキャップを清掃し
てください。］

・Tシャツの印刷面にインクの汚れが付くと
き

C吸引キャップ
U「吸引キャップの清掃」31ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

キャップの清掃をしても、印刷面などが汚れ
るとき

Dプリントヘッド周辺の清掃
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

メンテナンス

26

http://www.epson-biz.com/?prd=sc-f2100&inf=cleanscale
http://www.epson-biz.com/?prd=sc-f2100&inf=cleancap
http://www.epson-biz.com/?prd=sc-f2100&inf=cleanhead


実施時期 清掃箇所

ヘッドクリーニングをしても正常に印刷され
ないとき

E板金の縁の清掃
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

＊メッセージが頻繁に表示されるときはエプソンサービスコールセンターに連絡してください。

消耗品の箇所と交換時期

実施時期 交換箇所

準備や交換を促すメッセージが表示されたと
き

Aワイパーユニット
B乾燥防止キャップ
Cフラッシング用吸収材
U「ヘッドクリーニングセットの交換」44ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

F廃インクボトル
U「廃インク処理」42ページ

［マニュアルを参照し、スケール清掃とフィ
ルター交換をしてください。］と表示された
とき

Dエアフィルター＊
U「スケールの清掃とフィルターの交換」34ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

［インクが少なくなりました。］と表示され
たら、速やかに

Eインクカートリッジ
U「インクカートリッジのかくはんと交換」39ページ

＊エアフィルターの交換は、スケール清掃と同時に実施します。

メンテナンス
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その他のメンテナンス
実施時期 実施事項

［WHインクのかくはんが必要です］と表示
されたとき

ホワイトインクカートリッジのかくはん
U「かくはんの方法」39ページ

１カ月に 1度 カラーインクカートリッジのかくはん
U「かくはんの方法」39ページ

・ノズルが目詰まりしているか確認したいと
き

・目詰まりしている色を確認したいとき
・水平方向のスジ/濃淡ムラ（バンディング）
が見られるとき

ノズルの目詰まりチェック
U「ノズルの目詰まりチェック」36ページ

・印刷物にかすれや欠けがあるとき
・ノズルの目詰まりチェックの結果、目詰ま
りが確認されたとき

プリントヘッドのクリーニング
U「プリントヘッドのクリーニング」38ページ

粒状態やピントがずれたような印刷結果にな
るとき

ギャップ調整
ギャップ微調整
プラテン送り量調整
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

インクモードを変更するとき インクモードの切り替え
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

本機を長期間使用しない（電源を切る）とき 長期保管前メンテナンス
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

・プリントヘッドのクリーニングを数回実施
してもノズルの目詰まりが解消しないとき

・ホワイトインクモードで白さが足りなかっ
たり、白がムラになる印刷結果になるとき

チューブ洗浄
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

メンテナンス
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準備するもの
清掃や交換を始める前に、以下のものを準備してくださ
い。
付属品が終了したときは、消耗品をお求めください。
インクカートリッジやメンテナンス用の交換パーツは、
本機専用のものをご用意ください。
U「消耗品とオプション」48ページ

保護メガネ（市販品）
インクやインククリーナーが目に入らないように保護し
ます。

ピンセット
塊や膜状に付着している廃液を取り除きます。

メンテナンスキット（本機付属）
キャップやプリントヘッド周辺の清掃で使います。
手袋、クリーニング棒、インククリーナー、カップがセッ
トで入っています。

A手袋（４枚）
Bクリーニング棒（太）（25本）
Cクリーニング棒（細）（25本）
Dインククリーナー（1個）
Eカップ（1個）

金属またはプラスチック製のトレイ（市販品）
使用済みのクリーニング棒や取り外した交換部品を置い
たり、プリントヘッド周辺の清掃時にインク汚れを防い
だりするのに使います。

エアフィルター（消耗品）
スケールの清掃時に、エアフィルターに付属のクリーニ
ングクロスを使用します。

柔らかい布
板金の縁の清掃や、布を貼らないプラテンの清掃に使い
ます。

作業時のご注意

・作業をするときは、保護メガネ、手袋、マスクなど
を着用してください。廃インク、インククリーナー
が皮膚に付着したときや目や口に入ったときは、以
下の処置をしてください。
・皮膚に付着したときは、多量の石けん水で洗い流してく
ださい。皮膚に刺激を感じたり変化があるときは、医師
の診断を受けてください。

・目に入ったときは、すぐに水で洗い流してください。そ
のまま放置すると目の充血や軽い炎症を起こすおそれが
あります。異常があるときは、医師の診断を受けてくだ
さい。

・口に入ったときは、速やかに医師に相談してください。
・飲み込んだときは、無理に吐かせずに速やかに医師に相
談してください。無理に吐かせると、吐いたものが気管
に入ることがあり危険です。

・インクカートリッジ、廃インク、インククリーナー、
クリーニングカートリッジは子どもの手の届かない
場所に保管してください。

・本機から Tシャツを取り外してから作業を始めてくだ
さい。

・清掃の対象箇所以外の部品や基板には絶対に触らないで
ください。本機の故障や印刷品質低下の原因となりま
す。

・クリーニング棒は、常に新品を使用してください。一度
使用したものを再利用すると、かえって汚れが付着する
原因となります。

・クリーニング棒の先は手で触らないでください。皮脂が
付着し、機能が損なわれることがあります。

・清掃にはアルコールなどの有機溶剤は使用しないでくだ
さい。水は、指示された箇所でのみ使用してください。
インクと水、有機溶剤が混ざると固まり故障の原因とな
ります。
合わせて、有機溶剤は、変色、変形、破損の原因になり
ます。

・作業の前に金属製のものに触れて、作業者の静電気を逃
がしてください。

メンテナンス
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インククリーナーの使い方
インククリーナは、以下の清掃で使用します。
指示した以外の箇所は、部品が傷つくため使わないでく
ださい。

使用箇所
・吸引キャップの清掃時
クリーニング棒に染み込ませて使用する。

・吸引キャップ周囲の清掃時
から拭きしただけでは取れないインク汚れがあるとき、
クリーニング棒に染み込ませて使用する。

・スケール清掃時
クリーニングクロスをインククリーナーに浸して使用す
る。

・プリントヘッド周辺の清掃時
クリーニング棒に染み込ませて使用する。

・布を貼らないプラテンの清掃時
から拭きや、薄めた中性洗剤を使用して拭いただけでは
取れないインク汚れがあるとき、柔らかい布に染み込ま
せて使用する。

K
・吸引キャップ、吸引キャップ周囲、スケール、プリ
ントヘッド周辺、布を貼らないプラテン以外の清掃
には使用しないでください。

・開封後の使用、保管状況によっては、インククリー
ナーが変色することがあります。

・インククリーナーに変色や異臭があるときは、使用
を中止して新しいメンテナンスキットをお使いくだ
さい。

・使用後は蓋をしっかり閉め、高温多湿、直射日光を
避けて保管してください。

A インククリーナーの蓋を外します。

B メンテナンスキットに付属のカップにインクク
リーナーを適量注ぎます。

C クリーニング棒やクリーニングクロス、柔らかい
布にインククリーナーを染み込ませます。

このとき、クリーニング棒やクリーニングクロス、
柔らかい布からインククリーナーが垂れないように
注意してください。

メンテナンス
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使用済み消耗品の処分

純正カートリッジの回収
エプソンは使用済み純正インクカートリッジ、クリーニ
ングカートリッジの回収活動を通じ、地球環境保全と教
育助成活動を推進しています。
回収サービスの詳細は、エプソンのウェブサイトをご覧
ください。
www.epson.jp/recycle/

廃棄
使用済みの以下のインク付着物および前処理剤は産業廃
棄物です。

・クリーニング棒

・クリーニングクロス

・柔らかい布

・インククリーナー

・廃インク

・廃インクボトル

・ワイパーユニット

・乾燥防止キャップ

・フラッシング用吸収材

・エアフィルター

・脱気ユニット
産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令
に従って廃棄してください。委託時には、製品安全デー
タシートを産業廃棄物処理業者に提出してください。
製品安全データシートは、エプソンのウェブサイト
（www.epson.jp）からダウンロードできます。

吸引キャップの清掃
作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」29ページ
吸引キャップの清掃時期になると、操作パネルの画面に
［以下を実行してください。キャップ清掃］と表示され
ます。そのまま使い続けるとノズルの目詰まりが発生し
て、印刷品質が低下します。メッセージが表示されなく
ても、印刷面にインクの汚れが付くときは清掃をしてく
ださい。

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

使用中にプリンターカバーを開けたときは、注意ラベ
ルで示す箇所に触れないでください。
高温になっているため、火傷のおそれがあります。

K
プリントヘッド、プラテンは手で動かさないでくださ
い。故障の原因になります。

以下の設定で使用するボタン

A 電源が入っていることを確認し、【-】ボタンを
押します。

メンテナンスメニューが表示されます。

B 【d】/【u】ボタンを押して［キャップ清掃］
を選択し、【r】ボタンを押します。

C 【d】/【u】ボタンを押して［はい］を選択し、
【Z】ボタンを押します。

【Z】ボタンを押すと、プラテンとプリントヘッ
ドがメンテナンス位置まで移動します。

メンテナンス
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L
吸引キャップの清掃を開始してから 10分経過すると、
ブザーが鳴り 10分経過をお知らせする画面が表示され
ます。【Z】ボタンを押して清掃を継続してくださ
い。更に 10分経過すると、再びブザーが鳴ります。
プリントヘッドが 10 分以上所定の位置から移動してい
ると、ノズルの目詰まりが発生しやすくなります。清
掃をなるべく早く終わらせてください。

D プリンターカバーを開けます。

E 吸引キャップに廃液が塊や膜状に付着していると
きは、付属のピンセットで取り除きます。

K
・キャップ部分を強くこするなどして傷付けない
ようにしてください。傷が付くと空気が漏れ
て、ヘッドが乾燥したり、クリーニング不良に
なったりします。

・付属品以外の金属ピンセットなどは使用しない
でください。

F 新品の細いクリーニング棒と太いクリーニング棒
に、インククリーナーを染み込ませます。

U「インククリーナーの使い方」30ページ

G 細いクリーニング棒を回転させながら、吸引
キャップの内側の汚れを拭き取ります。

K
インククリーナーが乾燥防止キャップの方に垂れ
ないように注意してください。垂れたときは、乾
いたクリーニング棒で拭き取ってください。ク
リーナーが付着したままだと、プリントヘッドの
ノズルの目詰まり発生につながります。

メンテナンス
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H 太いクリーニング棒で吸引キャップ外周の汚れを
拭き取ります。

I 外周の汚れが拭き取れたら、吸引キャップ上側の
縁の汚れを拭き取ります。

K
縁の汚れは、キャップの地色が見えるようになる
まで丁寧に拭き取ってください。
汚れが付着したままだと、キャップとプリント
ヘッドの間に隙間が生じて吸引力が低下し、ノズ
ルの目詰まりが発生します。

J キャップに付着したインク汚れや毛羽ゴミ、ホコ
リが取り除けたか確認します。

以下のように取り除けたら、次に進みます。

特に縁周辺の汚れは吸引力低下の原因となります。
汚れが残っているときはクリーニング棒にインクク
リーナーを再度染み込ませ、手順 8、9を繰り返し
て汚れを拭き取ります。このとき、クリーニング棒
がひどく汚れているときは新品に交換してくださ
い。

K プリンターカバーを閉めて、【Z】ボタンを押し
ます。

プリントヘッドが通常の位置に戻り設定メニューが
終了します。清掃終了後はノズルの目詰まりチェッ
クの実施をお勧めします。
U「ノズルの目詰まりチェック」36ページ

使用済み消耗品の廃棄U「廃棄」31ページ

メンテナンス
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スケールの清掃とフィル
ターの交換
スケールの清掃とエアフィルターの交換時期になると、
操作パネルの画面に［マニュアルを参照し、スケール清
掃とフィルター交換をしてください。］と表示されます。
スケールを清掃してからエアフィルターを交換します。
新品のエアフィルターを用意してください。
U「消耗品とオプション」48ページ
作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」29ページ

手順は YouTube から動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

A 本機の電源を切り、画面の表示が消えたのを確認
します。

B プリンターカバーを開けます。

C 新品のエアフィルターに付属のクリーニングクロ
ス（１枚）に、インククリーナーを染み込ませま
す。

U「インククリーナーの使い方」30ページ

D インククリーナーを染み込ませたクリーニングク
ロスで、スケールに固着したインクを拭き取りま
す。

K
本機内部のキャリッジシャフトには触れないでく
ださい。動作不良や故障の原因になります。

a:スケール
b:キャリッジシャフト

(1) スケール左側を手で押さえます。

(2) クリーニングクロスを約５ cm 幅で左右に動か
しながら、徐々に右側に向かって移動させ固
着したインクを拭き取ります。
プリントヘッドで隠れている部分の清掃は不
要です。

メンテナンス
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K
・スケールは強く引っ張らないでください。強く
引っ張りすぎると、右側の部分が外れるおそれ
があります。

・インククリーナーが本機内部に垂れないように
拭いてください。垂れたときは、乾いたクリー
ニングクロスで拭き取ってください。

・エアフィルターに付属のクリーニングクロス以
外は使わないでください。

・スケールを強くこするなどして傷付けないでく
ださい。傷が付くと、動作不良を起こすおそれ
があります。

E 乾いたクリーニングクロスで、スケールに付着し
たインククリーナーやホコリを拭き取ります。

F エアフィルターのつまみ部分を持ち上げながら取
り外します。

G 使用済みのエアフィルターを新品のエアフィル
ターが入っていた袋に入れます。

H 新品のエアフィルターを取り付けます。

２本のツメを確実に穴に差し込み、つまみの辺りを
パチッと音がするまで押し込みます。

I プリンターカバーを閉めます。

使用済み消耗品の廃棄U「廃棄」31ページ

メンテナンス
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ノズルの目詰まりチェック
ここでは L、M、S、XSサイズプラテン装着時の方法を説
明します。
プラテン袖用、ポロ/ジッパー用装着時の方法はユーザー
ズガイドをご覧ください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

ノズルチェックパターンを印刷してノズルが目詰まりし
ているかを確認します。
ノズルチェックパターンの印刷には、以下のメディアが
必要です。カラーモードの設定により使用するメディア
の種類が異なります。

サイズ
L、M、Sサイズプラテン：A4、またはレターサイズ
XSサイズプラテン：180×200mm

メディアの種類
ホワイトインクモード：OHP シートなど透明なメディア、
または色の付いた紙
カラーインクモード・高速カラーモード：普通紙
メディアは、プラテンに貼り付けて印刷します。メディ
アのセット方法は以下をご覧ください。

メディアのセット方法
以下の設定で使用するボタン

A プラテンが手前に出ていることを確認します。

出ていないときは、【}】ボタンを押して、プラテ
ンを手前に移動させます。

B プラテンが装着されていることを確認し、スペー
サーを以下の状態にします。

L、M、S、XS サイズプラテン装着時
スペーサー a、b とも取り付ける。

U「プラテンの交換とスペーサーの着脱」15ペー
ジ

C プラテンの枠を使用しているときは枠を取り外し
ます。

D プラテンにメディアをセットします。

L、M、S、XSサイズプラテン装着時

プラテンの中央にセットします。

メディアは必ず上図の位置にセットしてください。
異なる位置にセットするとプラテンがインクで汚れ
るおそれがあります。

E メディアが浮かないように、セロハンテープなど
で貼り付けます。

F プラテンギャップ調整レバーを以下の目盛り位置
に合わせます。

・布貼りプラテン装着時：1

メンテナンス
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・布を貼らないプラテン装着時：P

ノズルチェックパターンの印刷
ここでは本機からノズルチェックパターンを印刷する手
順を説明します。
L、M、S、XSサイズプラテン、プラテンポロ/ジッパー用
装着時は本機および付属のアプリケーションソフト
Garment Creatorからノズルチェックパターンを印刷でき
ます。
Garment Creator からノズルチェックパターンを印刷する
手順は、Garment Creator のオンラインヘルプをご覧くだ
さい。

以下の設定で使用するボタン

A 【-】ボタンを押します。

メンテナンスメニューが表示されます。

B 【u】/【d】ボタンを押して［ノズルチェック］
を選択して、【r】ボタンを押します。

C 【Z】ボタンを押します。

D メディアがセットされていることを確認して、再
度【Z】ボタンを押します。

ノズルチェックパターンが印刷されます。

E 印刷されたノズルチェックパターンを確認しま
す。

 

目詰まりしていないときの例

チェックパターンが欠けていません。

目詰まりしているときの例

ノズルチェックパターンが欠けているときは、ヘッ
ドクリーニングをしてください。
U「プリントヘッドのクリーニング」38ページ

メンテナンス
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プリントヘッドのクリーニ
ング
印刷物にかすれや欠けがあるときは、ヘッドをクリーニ
ングするとノズルの目詰まりを解決できることがありま
す。

ヘッドクリーニングのレベル
ヘッドクリーニングは、3段階のレベルから選択してでき
ます。通常は弱または中でクリーニングをします。強は、
弱または中でクリーニングを数回繰り返しても、ノズル
の目詰まりが解消されないときに実施します。
なお初回インク充填後の数回は、各レベルを選択しても
内部的に初回インク充填専用のクリーニングとして強の
レベルで動作するため、消費するインクの量が多くなり
ます。

L
選択したクリーニングのレベルによっては、操作パネルの画
面に表示された自動クリーニング実施時期がリセットされる
ことがあります。

自動メンテナンス機能
本機は電源を入れた後および印刷開始前にヘッドクリー
ニングを開始する、便利な自動メンテナンス機能（電源
投入後クリーニング）を搭載しています。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

ヘッドクリーニングのご注意
・ヘッドクリーニングは、文字がかすれる、画像が明らか
に変な色で印刷されるなどの症状が出た際に実施をお勧
めします。ヘッドクリーニングの際には、インクが消費
されます。

・全てのノズルをヘッドクリーニングすると、全色のイン
クが消費されます。

ヘッドクリーニングの方法
ここでは、チェックパターンを印刷してノズルの目詰ま
りを確認したときのヘッドクリーニングの方法を説明し
ます。

以下の設定で使用するボタン

A 【-】ボタンを押します。

メンテナンスメニューが表示されます。

B 【u】/【d】ボタンを押して［クリーニング］
を選択して、【r】ボタンを押します。

C 【u】/【d】ボタンを押してヘッドクリーニン
グするノズル列の指定方法を選択して、【r】ボ
タンを押します。

［クリーニングする列を選択］
印刷されたチェックパターンを確認したとき、特定
の番号（ノズル列）のパターンにかすれや欠けがあ
るときに選択します。ノズル列は複数選択できま
す。

［全列クリーニング］
印刷されたチェックパターンを確認したとき、全て
のパターンにかすれや欠けがあるときに選択しま
す。［全列クリーニング］を選択したときは、手順 5
に進みます。

D ヘッドクリーニングするノズル列を選択します。

・【u】/【d】ボタンを押してチェックパターン
で、かすれや欠けがあるパターンの番号が含まれ
ているノズル列を選択して【Z】ボタンを押し
ます。

・ヘッドクリーニングするノズル列を全て選んだら、
【r】ボタンを押します。

E 【u】/【d】ボタンでクリーニングのレベルを
選択して、【Z】ボタンを押します。

ヘッドクリーニングが実施されます。
ヘッドクリーニング終了後、設定メニューが終了し
ます。

メンテナンス
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チェックパターンを印刷して目詰まりが解消された
ことを確認します。
U「ノズルの目詰まりチェック」36ページ

数回ヘッドクリーニングを行ってもノズルの
目詰まりが解消されないとき
板金の縁が汚れているおそれがあります。
以下を実施してください。
板金の縁の清掃U『ユーザーズガイド』（オンライ
ンマニュアル）

インクカートリッジのかく
はんと交換

かくはんの方法

かくはんのタイミングと回数

K
本機のインクカートリッジは、インクの特性上、沈降
（成分が液の底に沈んでたまること）しやすくなって
います。インクが沈降すると、濃淡ムラやノズルの目
詰まりの原因となります。
新品に交換するとき、および本機に装着後も定期的に
取り外してインクカートリッジをかくはんしてくださ
い。
クリーニングカートリッジは、かくはんする必要はあ
りません。

・交換時
新品を袋から取り出してよく振ってください。
振る回数はインクの色によって異なります。

ホワイトインク 両面を各 15秒間に 50回程度

カラーインク 5秒間に 15回程度

・毎日の印刷業務開始前（ホワイトインクのみ）
ホワイトインクは、他の色よりも沈降しやすい特性があ
ります。
毎日、本機の電源を入れたらインクカートリッジを取り
出して以下の回数、よく振ってください。なお、20時
間以上インクカートリッジが振られなかったときは、
［WHインクのかくはんが必要です］とメッセージが表
示されます。メッセージが表示されたら、速やかにイン
クカートリッジを取り出して振ってください。

両面を各 8秒間に 25回程度

・1カ月に 1 度（カラーインク）
インクカートリッジを本機に装着後も定期的に取り出し
てよく振ってください。

5秒間に 15回程度

メンテナンス
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振り方

A 本機の電源が入っていることを確認してインク
カートリッジを取り出します。

交換時は、新品を袋から取り出します。

B 水平方向に両側約 5cmの振り幅でよく振ります。

カラーインク

ホワイトインク

交換方法
1色でもインク残量が限界値以下になると、印刷はできま
せん。
印刷途中でインク残量が限界値以下になったときは、そ
のインクカートリッジを交換すれば印刷は続行されます。

インクの残量が少なくなったインクカートリッジを使い
続けると、印刷途中でインクカートリッジの交換が必要
になることがあります。印刷途中で交換するとインクの
乾き具合により、色味が異なって見えることがあります。
許容できないときは、事前に新品のインクカートリッジ
と交換して印刷することをお勧めします。取り外したイ
ンクカートリッジは、再び装着してインク残量が限界値
以下になるまで使うことができます。
インクカートリッジとクリーニングカートリッジの交換
は、以降の手順で行います。

K
プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正
品のインクカートリッジを使用することをお勧めしま
す。純正品以外のものをご使用になりますと、プリン
ター本体や印刷品質に悪影響が出るなど、プリンター
本来の性能を発揮できない場合があります。純正品以
外の品質や信頼性について保証できません。非純正品
の使用に起因して生じた本体の損傷、故障については、
保証期間内であっても有償修理となります。

A 本機の電源が入っていることを確認します。

B カートリッジカバーを開けます。
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C 交換するインクカートリッジ上部のくぼみに指を
かけて、まっすぐに引き抜きます。

K
インクカートリッジ上の IC チップは触らないで
ください。正常に認識または印刷できなくなるお
それがあります。

D 水平方向に両側約 5cm の振り幅で、5 秒間に 15
回程度、よく振ります。

ホワイトインクは 15 秒間に 50 回程度、両面をよく
振ります。

E インクカートリッジと本機に貼付のラベルの色を
合わせて、奥まで差し込みます。

別の色のインクカートリッジも交換するときは、手
順 3～手順 5 を行います。

K
カートリッジは、全スロットに装着してくださ
い。全スロットに装着していないと印刷できませ
ん。

F カートリッジカバーを閉めます。

廃棄U「純正カートリッジの回収」31ページ
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廃インク処理

準備と交換時期
［空の廃インクボトルを準備してください。］と
表示されたとき
直ちに新しい廃インクボトルを手元に用意してください。
夜間稼動などのため、この段階で廃インクボトルを交換
するときは、メンテナンスメニューから廃インクカウン
タークリアを実施して交換作業を行ってください。廃イ
ンクカウンタークリアを実施せずに交換すると、廃イン
クカウンターが正しく働かなくなります。
設定メニューの詳細U『ユーザーズガイド』（オンライ
ンマニュアル）
廃インクカウンターU「廃インクカウンターについて」
42ページ

K
印刷中や以下のメンテナンス作業中は、絶対に廃イン
クボトルを取り外さないでください。廃インクが漏れ
ることがあります。

・チューブ洗浄

・ヘッドクリーニング

・ホワイトインクの切り替え

・長期保管前メンテナンス

［空の廃インクボトルと交換して、 を押して
ください。］と表示されたとき
直ちに廃インクボトルを新品と交換してください。
交換方法U「廃インクボトルの交換」42ページ

廃インクカウンターについて
本機は、廃インクカウンターで廃インクの量をカウント
し、累計が警告量に達するとメッセージでお知らせしま
す。［空の廃インクボトルと交換して、 を押してくだ
さい。］のメッセージに従って新しい廃インクボトルに交
換すると、カウンターは自動的にクリアされます。
このメッセージが表示される前に交換するときは、メン
テナンスメニューの廃インクカウンタークリアを実行し
てください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

K
メッセージが表示される前に廃インクボトルを交換し
たときは、必ず廃インクカウンターをクリアしてくだ
さい。次回から、廃インクボトルの交換時期を正しく
お知らせできなくなります。

廃インクボトルの交換
作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」29ページ

A 新品の廃インクボトルの外蓋と中蓋を外します。

K
廃インクボトルの蓋は、廃インクを廃棄するとき
に必要となります。捨てずに保管しておいてくだ
さい。

B 使用済みの廃インクボトルから廃インクチューブ
を取り出し、廃インクがこぼれないように新品の
廃インクボトルに差し込みます。

メンテナンス
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C 使用済みの廃インクボトルに蓋をします。

D 廃インクボトルホルダーから使用済みの廃インク
ボトルを取り出して、新品をセットします。

K
必ず、廃インクチューブがボトルの口に差し込ま
れていることを確認してください。廃インク
チューブがボトルから外れていると廃インクが周
囲にこぼれます。

E 【Z】ボタンを押します。

F 再度、新しい廃インクボトルが正しく装着されて
いることを確認します。【Z】ボタンを押すと、
廃インクカウンターがクリアされます。

廃インクは別の容器に移し替えずに廃インクボトルごと
廃棄してください。

K
廃インクを廃インクボトルから別の容器に移すときは、
以下の点に留意してください。

・移し替える側の容器は、PE 製をお使いください。

・本製品に付属のそそぎ口を廃インクボトルの口に取
り付けて廃インクを移してください。

・慎重に注いでください。勢いよく注ぐと廃インクが
こぼれたり飛び散ったりします。

・廃インクを移し替えた容器は、しっかりと蓋を閉め
て保管してください。

使用済み廃インクボトルと廃インクの廃棄U「廃棄」31
ページ
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ヘッドクリーニングセット
の交換

準備と交換時期
［ヘッドクリーニングセットの交換時期に近づき
ました］と表示されたとき
直ちに新しいヘッドクリーニングセットを手元に用意し
てください。
この段階で交換するときは、設定メニューから［ヘッド
クリーニングセット交換］を実施して交換作業を行って
ください。［ヘッドクリーニングセット交換］を実施せず
に交換すると、ヘッドクリーニングセットカウンターが
正しく働かなくなります。
設定メニューの詳細　U『ユーザーズガイド』（オンラ
インマニュアル）

K

ヘッドクリーニングセットカウンターについて
本機は、ヘッドクリーニングセットカウンターで使用
量をカウントし、累計が警告量に達するとメッセージ
でお知らせします。
［ ヘッドクリーニングセット交換時期］のメッセー
ジに従って新しいヘッドクリーニングセットと交換す
ると、カウンターは自動的にクリアされます。
このメッセージが表示される前に交換するときは、設
定メニューから［ヘッドクリーニングセット交換］を
実行してください。
設定メニューの詳細　U『ユーザーズガイド』（オン
ラインマニュアル）

［ ヘッドクリーニングセット交換時期］と表示
されたとき
次項をご覧になり、ヘッドクリーニングセットに付属の
パーツを一括して交換してください。交換しないと印刷
できません。

ヘッドクリーニングセットには、以下のパーツが入って
います。

・ワイパーユニット (1個)

・乾燥防止キャップ（1個）

・フラッシング用吸収材 (1個)

交換用のヘッドクリーニングセットは、必ず本機専用の
ものをお選びください。
U「消耗品とオプション」48ページ

作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」29ページ

ヘッドクリーニングセットの交
換方法

使用中にプリンターカバーを開けたときは、注意ラベ
ルで示す箇所に触れないでください。
高温になっているため、火傷のおそれがあります。

A ［ ヘッドクリーニングセット交換時期］の画面
で【Z】ボタンを押します。

プラテンとプリントヘッドがメンテナンス位置まで
移動します。

L
ヘッドクリーニングセットの交換を開始してから 10分
経過すると、ブザーが鳴り 10分経過をお知らせする画
面が表示されます。【Z】ボタンを押して交換を継続
してください。更に 10分経過すると、再びブザーが鳴
ります。
プリントヘッドが 10 分以上所定の位置から移動してい
ると、ノズルの目詰まりが発生しやすくなります。交換
をなるべく早く終わらせてください。

B プリンターカバーを開けます。
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C ワイパーユニットの奥のくぼみに指を掛けて、少
し手前に引き上げます。

D まっすぐに持ち上げて取り外します。

E 使用済みのワイパーユニットは、インクが周りに
付かないように、新品のワイパーユニットを包ん
でいた緩衝材で包みます。

F 新品のワイパーユニットを取り付けます。

取り付け部に載せて、カチッと音がするまで押し込
みます。

G 新品の乾燥防止キャップを袋から取り出してカ
バーを外します。

H レバーを手前に押したまま、乾燥防止キャップを
持ち上げて取り外します。

メンテナンス
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I 使用済みの乾燥防止キャップに手順 7で外したカ
バーを取り付けてから、新品の乾燥防止キャップ
が入っていた袋に入れます。

J レバーを手前に押したまま、本機の軸（2箇所）
に乾燥防止キャップの丸い穴がはまるようにして
取り付けます。

K プリンターカバーを閉めて【Z】ボタンを押し
ます。

L 【u】/【d】ボタンを押して［はい］を選択し、
【Z】ボタンを押します。

【Z】ボタンを押すと、プリントヘッドが、フラッ
シング用吸収材を交換できる位置に移動します。

M プリンターカバーを開けます。

N フラッシング用吸収材は、つまみを持って引き上
げて取り外します。

K
勢いよく持ち上げると、廃インクが飛び散ること
がありますので、注意して作業してください。

フラッシング用吸収材から廃インクが垂れなくなる
まで斜めにして待ってから取り外し、金属トレイに
載せてください。
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O 取り外したフラッシング用吸収材を新品のフラッ
シング用吸収材が入っていた袋に入れます。

P 新品のフラッシング用吸収材の 2本のツメを穴に
差し込み、つまみの辺りをパチッと音がするまで
押し込みます。

K
ツメが乗り上げたままセットすると、プリント
ヘッドが破損することがあります。

Q プリンターカバーを閉めて【Z】ボタンを押し
ます。

設定メニューが終了します。

使用済み消耗品の廃棄U「廃棄」31ページ

メンテナンス
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消耗品とオプション
本機で使用できる消耗品、オプションは以下の通りです。（2017年 12月現在）
最新の情報は、エプソンのウェブサイト（www.epson.jp）をご覧ください。

商品名 型番 備考

インクカートリッジ
（600 ml）

ブラック SC6BK60 プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正品のイ
ンクカートリッジを使用することをお勧めします。純正品以
外のものをご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質
に悪影響が出るなど、プリンター本来の性能を発揮できない
場合があります。純正品以外の品質や信頼性について保証で
きません。非純正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故
障については、保証期間内であっても有償修理となります。
U「インクカートリッジのかくはんと交換」39ページ

シアン SC6C60

マゼンタ SC6M60

イエロー SC6Y60

ホワイト SC6WW60

インクカートリッジ
（250 ml）

ブラック SC6BK25

シアン SC6C25

マゼンタ SC6M25

イエロー SC6Y25

ホワイト SC6WW25

クリーニングカートリッジ（700ml） SC6CLL プリントヘッドの洗浄やチューブ内の洗浄に使用します。

前処理剤（綿用） SC6PTL2
SC6PTL

20リットル入りです。希釈して使用してください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

前処理剤（ポリエステル用） SC6PTLP 18リットル入りです。印刷に使用するインクにより原液の
まま、または希釈して使用してください。
U『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）

メンテナンスキット SC6MKIT 製品に付属のメンテナンスキットと同等品です。
吸引キャップの清掃など定期メンテナンス作業で必要になる
手袋、クリーニング棒、インククリーナー、カップのセット
です。
U「メンテナンス」26ページ

ヘッドクリーニングセット SC6HCS ワイパーユニット、乾燥防止キャップ、フラッシング用吸収
材のセットです。
U「ヘッドクリーニングセットの交換」44ページ

エアフィルター SC6AF エアフィルターとクリーニングクロス（5枚）のセットです。
U「スケールの清掃とフィルターの交換」34ページ

廃インクボトル SC2WIB 製品に付属の廃インクボトルと同等品です。

プラテン Lサイズ SCF2PLTNL2 印刷可能領域：406×508 mm

プラテン Mサイズ SCF2PLTNM2 製品に付属のプラテンと同等品です。
印刷可能領域：356×406 mm

プラテン Sサイズ SCF2PLTNS2 印刷可能領域：254×305 mm

プラテン XSサイズ SCF2PLTNX2 印刷可能領域：178×203 mm

プラテン袖用 SCF2PLTNV2 Tシャツの袖口に適切に印刷できるプラテンです。
印刷可能領域：102×102 mm

消耗品とオプション
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商品名 型番 備考

プラテンポロ/ジッパー用 SCF2PLTNP2 ポロシャツや、ジッパーやボタンのあるシャツに適切に印刷
できるプラテンです。
印刷可能領域：プラテン Mサイズと同等

布シート プラテン Lサイズ用 SCF2SHT-L プラテン Lサイズを布貼りプラテンとして使用するための布
シートです。

布シート プラテン Mサイズ用 SCF2SHT-M 製品に付属の布シートと同等品です。
プラテン Mサイズを布貼りプラテンとして使用するための布
シートです。

布シート プラテン Sサイズ用 SCF2SHT-S プラテン Sサイズを布貼りプラテンとして使用するための布
シートです。

前処理剤用ローラーセット SCF2ROLSET ローラー部×3、ハンドル、トレイのセットです。

前処理剤用スペアローラー（3個） SCF2REPROL 前処理剤用ローラーセットに付属のローラー部と同等品で
す。

硬質ローラー SCF2HRDROL ローラー部（硬質）とハンドルのセットです。

バレン SCF2BRN 製品に付属のバレンと同等品です。

消耗品とオプション
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050-3155-8690
●修理に関するお問い合わせ・出張修理・保守契約のお申し込み先（エプソンソリューションコールセンター）

050-3155-8380

エプソン製品をご愛用の方も、お持ちでない方も、エプソンに興味をお持ちの方への会員制情報提供サービスです。お客様にピッタリの
おすすめ最新情報をお届けしたり、プリンターをもっと楽しくお使いいただくお手伝いをします。製品購入後のユーザー登録もカンタンです。
さあ、今すぐアクセスして会員登録しよう。

myepson.jp/インターネットでアクセス！ カンタンな質問に答えて
会員登録。

〒160-8801　東京都新宿区新宿四丁目1番6号　JR新宿ミライナタワー 29階

〒392-8502　長野県諏訪市大和三丁目3番5号

各種製品情報・ドライバー類の提供、サポート案内等のさまざまな情報を満載したエプソンのウェブサイトです。
●エプソンのウェブサイト　epson.jp

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8431へお問い合わせください。

●消耗品のご購入

製品の購入をお考えになっている方の専用窓口です。製品の機能や仕様など、お気軽にお電話ください。

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8413へお問い合わせください。

 　上記050で始まる電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。
 　上記電話番号をご利用いただけない場合は、携帯電話またはNTTの固定電話（一般回線）からおかけいただくか、各◎印の電話番号に
 　おかけくださいますようお願いいたします。

商業（捺染） 2018.04

●製品の新規ご購入に関するご質問・ご相談先

製品取扱販売店でお買い求めください。

  本ページに記載の情報は予告無く変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
  最新の情報はエプソンのウェブサイト（epson.jp/support）にてご確認ください。

https://epson.jp
http://myepson.jp/
https://epson.jp/support
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